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大
正
三
年
大
事
に
入
っ
て
以
来
今
日
に
至
る
正
に
三
十
年
の

間
引
き
観
い
て
先
生
よ
り
公
私
共
に
一
方
た
ら
ぬ
御
恩
を
辱
ふ

し
た
私
は
、
今
人
間
と
し
て
の
ま
た
経
済
撃
者
と
し
て
の
先
生

に
つ
い
て
様
々
な
恩
ひ
出
に
心
を
充
さ
れ
る
。

思
へ
ば
、
大
串
へ
入
っ
て
先
生
よ
り
経
済
原
論
を
諒
議
し
た

こ
左
が
‘
私
の
経
済
皐
の
研
究
に
進
み
入
る
第
一
歩
で
る
っ
た
っ

教
場
に
於
け
る
先
生
は
温
容
以
で
元
気
左
講
義
を
さ
れ
、
時
に

は
自
作
の
詩
を
ボ
ー
ル
ド
に
書
い
て
吟
じ
ら
れ
た
と
と
も
あ

る
。
ま
た
煙
草
の
嗣
閣
の
立
ち
こ
め
た
教
室
に
入
っ
て
来
ら
れ
た

畿
議
麓
寝
室
y
?
2
3ベ

、

〉

、

J

F

3

5
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時
、
自
ら
隣
節
の
疋
し
い
先
生
は
、
憤
然
と
し
て
事
生
を
叱
責

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
而
も
江
戸
つ
子
で
あ
る
先
生
は
一
度

怒
れ
ば
後
は
淡
々
と
し
て
平
常
の
如
く
何
等
の
わ
だ
か
ま
り
も

危
か
っ
た
。
教
室
に
於
て
先
生
に
経
済
壊
を
事
ぷ
外
に
、
私
は

ま
た
今
の
山
柏
市
友
曾
館
の
位
置
に
め
っ
た
弓
の
道
揚
で
先
生
よ
り

弓
術
を
教
は
っ
た
。
共
頃
先
生
は
跡
部
先
生
と
共
に
見
え
て
、

熱
心
に
弓
を
引
か
れ
た
。
弓
の
曾
の
あ
と

u
t生
よ
り
畢
生
集

合
所
で
御
馳
走
に
左
0
・
た
が
ら
、
先
生
と
我
々
と
一
絡
に
た
っ

て
、
元
気
な
論
談
に
気
焔
を
皐
げ
た
と
と
な
左
官
時
の
の
び
や

か
左
曲
学
生
h
活
の
懐
し
い
思
ひ
出
で
あ
る
。

大
壌
を
卒
業
し
て
大
事
院
に
入
る
と
と
L
在
っ
た
後
は
、
指

導
教
授
と
し
て
の
先
生
は
、
種
h

怠
る
機
曾
を
通
巳
て
私
の
.
研

究
を
指
導
し
刺
戟
し
て
下
さ
っ
た
。
闘
西
大
撃
に
於
け
る
先
生

の
経
済
原
論
の
議
義
を
私
に
代
っ
て
す
る
様
に
と
の
こ
と
で
る

っ
た
の
で
、
経
済
原
論
の
犬
家
と
し
て
の
先
生
の
あ
と
に
大
事

院
畢
生
と
し
て
の
青
二
才
の
自
分
が
代
は
る
こ
と
を
恐
縮
し
な

が
ら
h

荷
受
け
し
て
毎
週
一
度
大
阪
へ
行
っ
た
。
と
の
と
と
は
私

の
研
究
を
非
常
に
刺
戟
し
た
。
ま
た
外
国
か
ら
踊
っ
て
来
て
か



ら
は
、
立
命
館
大
撃
の
経
憐
原
論
を
、
先
生
の
沿
勤
め
に
よ
り
、

先
生
と
折
宇
し
て
講
義
し
た
と
と
も
あ
っ
た
。
共
外
、
自
分
の

論
文
に
つ
き
、
事
舎
に
於
け
る
報
告
に
つ
き
、
懇
切
在
御
批
評

を
し
て
下
さ
っ
た
。
ま
た
時
h
先
生
の
ゐ
内
へ
上
っ
て
御
指
導

を
受
け
た
。
か
く
し
て
先
生
が
本
の
研
究
に
射
し
て
奥
へ
て
下

さ
っ
た
御
厚
意
は
、
は
か
り
知
れ
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。
而
も

先
生
は
弟
子
を
愛
す
る
に
、
全
〈
私
心
の
な
い
貫
一
情
を
以
て
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

明
利
二
平
の
秋
、
先
生
の
波
腐
の
お
耐
に
問
好
品
聞
の
催
と
し

て
汽
舶
を
一
一
胸
併
り
切
つ
で
竹
生
島
巡
り
を
す
る
と
と
に
左
つ

た
。
そ
れ
は
非
常
左
措
曾
で
あ
っ
た
。
先
生
は
西
岡
札
所
長
命

寺
の
高
い
頂
ま
で
舵
者
を
も
凌
ぐ
元
気
で
登
ら
れ
た
。
婦
途
か

き
般
に
立
寄
り
‘
そ
れ
か
ら
先
生
に
た
伸
し
て
た
宅
ま
で
隠
っ

た
が
、
先
生
は
終
日
非
常
在
御
元
気
と
御
満
足
で
寅
に
心
地
よ

い
一
日
で
あ
っ
た
。
今
も
私
は
そ
の
日
の
先
生
の
御
様
子
b
z
t
u

り
/
L
B
と
恩
ひ
浮
べ
る
。

先
生
の
御
宅
の
間
近
に
住
ん
で
居
る
私
は
先
生
の
御
家
の
演

を
通
っ
て
事
校
へ
来
る
の
で
あ
る
が
、
先
生
が
毎
朝
弓
を
引
い

退

憶

文

て
居
ら
れ
る
元
気
左
御
婆
を
ゐ
見
か
け
し
て
、
い
つ
ま
で
も
心

身
の
御
鍛
錬
を
忽
に
さ
れ
な
い
と
と
に
、
探
〈
教
へ
ら
れ
た
。

と
う
し
た
二
十
年
を
通
じ
て
先
生
は
、
武
士
道
的
儒
接
的
に

深
〈
修
養
さ
れ
た
人
格
者
と
し
て
一
貫
し
て
居
ら
れ
た
。
先
生

は
と
の
武
士
道
的
儒
風
一
白
人
格
を
も
っ
て
博
く
東
西
の
経
済
皐

を
研
究
し
乙
れ
を
日
本
に
遡
用
さ
れ
た
秀
れ
た
経
済
皐
者
で
あ

っ
た
。
先
生
の
経
細
川
原
論
の
練
講
を
し
た
初
に
営
っ
て
・
先
生

は
経
桝
患
を
「
師
松
岡
桝
民
」
の
感
と
し
て
規
定
さ
れ
た
が
、
と
の

u
r
u
h
ト
l
州

'
1
J
;
白血、
J
K
4
6
f
刊
号
-
一

3
4
〉
与
叫
門
川

J
町

0

・E
:

一ヒ
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』

h

i

u

旅
l
d
k
E
U
ポ
g
u棄
却
V

身
高
章
、
世
話

4
K
見
事
す

2
4
σ
戸と

考
へ
ら
れ
る
。
而
も
所
謂
「
枇
曾
経
済
墜
」
が
再
び
「
経
園
済
民
」

の
皐
と
し
で
の
「
園
民
経
桝
事
」
に
置
き
替
へ
ら
る
べ
き
時
期
に

到
達
し
た
今
日
、
こ
の
こ
と
は
更
に
深
き
怠
味
を
以
て
考
へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

先
生
は
現
代
の
世
態
及
び
人
情
を
以
て
「
見
ヨ
叡
端
ナ
利
己

主
義
奔
金
主
義
ハ
、
往
h
N

園
民
ノ
公
篠
ヲ
侵
-v
、
過
激
ナ
ル
自

由
競
争
ハ
絶
へ
ズ
経
済
界
ヲ
撹
飢
シ
テ
国
富
介
配
ノ
衡
平
ヲ
失

墜
セ
シ
ム
。
是
レ
猶
可
ナ
リ
、
震
政
者
共
政
権
ヲ
誤
用
シ
テ
、

少
数
者
若
ク
ハ
一
一
一
階
級
ノ
利
盆
ヲ
崎
港
ス
ル
潟
一
一
多
数
民
若
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憶

支

シ
ク
ハ
他
ノ
各
階
級
ノ
幸
繭
ヲ
犠
牲
ニ
供
セ
シ
ム
ル
ノ
政
策
ヲ

行
7
事
ア
リ
。
富
豪
者
共
富
力
ヲ
害
用
シ
、
自
由
競
争
ヲ
杜
絶

シ
テ
、
調
占
ノ
暴
利
ヲ
食
ポ
リ
、
盆
々
園
富
分
配
ノ
衡
平
ヲ
破

壊
シ
、
甚
-Y

キ
-
一
五
リ
一
プ
ハ
偽
政
者
ト
富
豪
者
ト
ガ
陰
ニ
瓦
ニ

相
結
託
、
ン
テ
、
而

-77
醜
務
ノ
時
一
一
外
一
一
開
エ
銅
臭
ノ
往
々
世

と

L

に
審
れ

る
懐
者
に
測
す
る
先
生
の
義
慣
が
現
は
れ
亡
居
る
。
と
の
義
憤

-
一
洩
ル
ル
コ
ト
ア
リ
0

」
と
漣
ぺ
て
居
ら
れ
る
が
、

が
、
恐
ら
く
青
年
期
の
先
生
を
枇
曾
主
義
の
研
究
に
註
け
た
と

ζ

ろ
の
も
の
で
あ
ら
う
。
而
も
「
国
民
の
公
ハ
金
」
を
具
腸
的
に
重

ぜ
ら
れ
る
先
生
の
立
場
は
枇
曾
主
義
に
止
ま
る
こ
と
を
許
さ
友

か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

先
生
は
「
夫
/
功
利
ヲ
唱
へ
テ
道
徳
ヲ
度
外
一
一
措
キ
陰
二
穂

門
富
豪
-
二
期
フ
ル
者
ア
リ
。
又
共
産
主
義
枇
曾
主
義
ヲ
叫
ピ
テ

経
済
ヲ
忘
レ
陽
ニ
多
数
民
衆
ノ
意
ヲ
迎
7
者
ア
リ
。
斯
ク
ノ
如

キ
説
ハ
共
ニ
中
庸
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
一
一
シ
テ
余
輩
ノ
輿
セ
ザ
ル
所

ナ
リ
」
と
な
し
自
己
の
著
書
を
以
て
「
英
新
奇
ノ
説
ノ
世
人
ノ

親
露
ヲ
鐙
カ
ス
如
キ
モ
ノ
無
キ
ハ
余
素
ヨ
リ
自
カ
ラ
之
ヲ
知
ル

而
モ
是
レ
余
ノ
鵜
カ
ニ
以
一
プ
自
己
ノ
木
領
ト
鋳
ス
所
ナ
リ
」
と

第
三
十
九
巻

第

披

O 
~ 
/、

四

述
べ
て
居
ら
れ
る
が
、

こ
L
に
も
一
貫
せ
る
先
生
の
風
格
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

先
生
は
こ
の
撃
的
態
度
を
以
て
資
本
主
義
の
勃
興
期
並
に
安

定
期
に
於
て
「
経
園
済
民
」
の
壊
を
打
ち
立
て
ら
れ
た
の
で
る

る
。
先
生
の
後
輩
と
し
て
の
我
々
に
残
さ
れ
た
る
仕
事
は
、
と

の
先
生
の
接
的
態
度
を
現
代
の
資
本
主
義
の
鑓
革
期
代
於
℃
徹

底
し
、
以
て
挺
サ
早
期
K
於
同
り
る
「
経
閥
抗
例
民
」
の
犠
の
確
立
に
努

カ
す
る
と
と
で
た
の
れ
ば
た
ら
た
い
。
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